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〈研究 の要約〉

総 合的 な学習 の時間 の部会 では新学 習指導要領 の総則 か らね らいの2っ を押 さえ、 目指

す児 童像を、「かかわ りを大切 にす る子」「創造的 に取 り組 む 子」 の2点 に絞 り、基礎研究、

調 査研究 と並行 し、実践研究 を進 めて きた。 その結果、学習過程 の中で児 童が意欲的 に な

1れ る場を設定 し、課題解決 に向けて個 に応 じた指導 を工夫 すれば、 目指 す児 童像 に近 づ く

こ とが 分 か った。 特 に個 に応 じた 指導 と して、 課 題 作 り、 見 通 し、学 び 方 、 振 り返 り、 学

習 環 境 の5点 を焦 点 化 し具 体 的 な手 だ て を探 り、 研 究 主 題 に迫 って い っ た。
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研究主題

「かかわ りを大切 に し 創造的 に取 り組 む 総合 的な学習 の時間」

～ 個に応 じた指導の工夫 ～

1研 究主題設定の理由

1研 究主題 につ いて

中央教 育審議会第一次答 申(平 成8年7月)及 び教育課程審議会答 申(平 成10年7月)を 受

けて改訂 され た新 しい学習指導要領(平 成10年12月 告示)で は、総合 的な学習 の時 間が 創設 さ

れた。 その取 扱 いにつ いて、各学校が、地域 や学校、児童 の実態等 に応 じて、横 断的 ・総合 的

な学 習や児童 の興味 ・関心等 に基づ く学習な ど創意工夫 を生 か した教育活動 を行 う時間 と して

位 置付 け、総則 において以下 の2点 をね らいと して掲 げてい る。

(1)自 ら課題 を見付 け、 自 ら学 び、 自 ら考え、主体 的に判 断 し、 よ りよ く問題 を解決 す る

資質や能力 を育て る こと。

② 学 び方や ものの考 え方 を身 に付 け、問題の解決 や探究活動 に主体的、創造 的に取 り組

む態度 を育て、 自己の生 き方を考え ることがで きるよ うにす ること。

小学 校総合的 な学習 の時間部会 は、今年度か ら発足 された新 しい部会 であ る。 そ こで研究 の

進 め方 にっ いて は、総則 の取扱 いを加味 し、本部会の研究員 の各学校 におけ る特 色あ る教育 活

動 の実 践か ら、指導 法や児童の変容等 を分析 し考察 す るとい う実践研究 を中心 と した取 り組 み

を してい くことと した。

そ こで、研究員の各学校の教育 目標及 びア ンケー ト調査 に基 づ く児 童の実態等 を考 慮 した う

えで、 総則 にあ る総 合的 な学習の時間のね らいに立 ち返 っての検討 を積 み重ねて きた。 そ の 中

で、総 則 に示 されて いる学習活動例 の中の4っ の横 断的 ・総合 的な課題(国 際理解、情 報、 環

境、福 祉 ・健康)に っ いて は、各学校のそれぞれの実態 に応 じて実践 してい くことと した。

このよ うな研究の流れ を受 けて本研究主題 の中に は、本部 会が 目指 すべ き児童 の活動 の 姿 と

して二 っあ る。 一っ は 「かかわ りを大切 にす る」 で、 もう一 っ は 「創造的 に取 り組む」である。

この二 っの活動 の姿 につ いて は、以下の ように捉 えた。

○ 「か か わ りを大 切 に す る」

児 童 は、 学 習 活 動 の過 程 に お い て身 の回 りの様 々 な事 象(人 ・社 会 ・自然)と か か わ り な

が ら、 新 た な こ とへ の気 付 き、 課 題 発 見 、 探 究 活 動 の充 実 や経 験 を通 して の知 識 の 習 得 等 が

図 られ て い く。 この よ うな多 様 な場 面 で多 くの事 象 と主 体 的 にか か わ りを広 げ て い く中 で 、

学 習 活 動 の充 実 を 目指 して い く こ とを、 「か か わ りを大 切 に す る」 こ と と捉 え た。

本 研 究 で は、 か か わ りの 中 で も特 に 「人 とのか か わ り」 に焦 点 を 当て た。 これ は後 述 す る

実 態 調 査 か ら も分 か るよ うに、 児 童 が互 い に伝 え合 い、 認 め合 う とい った児 童 相 互 の 交 流 活

動 や 、 地 域 人 材 、 ゲ ス トテ ィー チ ャー等 とのか か わ りが まだ まだ 少 な い こ とか ら、 地 域 に 広
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が る総 合 的 な学 習 の時 間 に お い て は、 ま ず、 人 とのか か わ りに焦 点 を当 て る こ とが必 要 で あ

る と考 え たか らで あ る。

○ 「創造 的に取 り組 む」

総合 的な学 習の時間 は、児童が 自 らの課題 を自 らの力で解決 して い く学 びの過程 を重視 して

いる。 このよ うな学習過程の積 み重ね を通 し、児童 は、学 び方や ものの考 え方 を身 に付 け、

学ぶ楽 しさを知 ることがで きる。「創造 的に取 り組 む」態度 とは、 児 童 が学 ぶ過 程 で、 行 き

っ戻 りっ試行錯誤 しなが ら、 自分 の学習を振 り返 りよ りよ い ものに した いとい う次へ の意欲

を生 み出す態度 であ ると考え る。 次への学 習意欲 は、次 の新 たな興 味 ・関心を生み出 し、 よ

り高 い学習意欲 の喚起 へ とつなが ってい くものであ る。

以上 、二っ の目指す児童像 か ら研究主題 を設定 し、本部会 の研究 を進 めてい くことと した。

児童 は、様 々 なか かわ りの場 を通 して、 自分 と他 とのかか わ りを実感 し、地道 な試行錯誤 す る

学習 か ら創造 的 に取 り組 む態度 を身 に付 け、 自 らの生活や学習 を作 り出 してい く意義を見出す。

これ らは、 今回の教育改革 の求 めている 「生 きる力の育成」や、総合的 な学習 の時間 がね らい

とす る 「自己の生 き方を考え る」 とい うことに結 び付 くもの と考え た。

2副 主 題 に つ い て

児 童 の 「か か わ りを大 切 に し、創 造 的 に取 り組 む」 学 習活 動 を計 画 す る上 で 、 既 習 経 験 や 興

味 ・関心 を押 さ え、 広 が りの あ る柔 軟 な活 動 計 画 を立 て る こ とが重 要 で あ る と共 に、 そ の た あ

の支 援 活 動 の 工 夫 が大 切 で あ る と考 え、 具 体 的 な指 導 方 法 とい う観 点 か ら副 主 題 を 設 定 した。

○ 「個 に応 じた指 導 の工 夫 」 とい う こ とに つ い て は、 以 下 の よ うに捉 え た。

・児 童 一 人 一 人 の物 事 に関 す る興 味 ・関 心 ・意 欲 を生 かす
。

・児 童一 人 一 人 の既 習 の経 験 ・知 識 ・技 能 を生 か す
。

・児 童 一 人 一 人 の 思 考 力 ・判 断 力 を生 か す
。

児 童 一 人 一 人 が興 味 ・関 心 ・意 欲 を 生 か しなが ら、 学 習 に関 係 す る事 象 へ のか か わ りを 大 切

に して い く こ とに よ り、 自 らの経 験 ・知 識 ・技能 等、 個 が もっ よ さの 全 て を もと に して、 今 ま

で培 っ た思 考 力 ・判 断 力 を駆 使 した 創造 的 な取 り組 み が実 現 で き る と考 え た。 ま た、 本 部 会 で

は 「支 援 」 と い う考 え方 も含 め て 「指 導 」 が あ る と考 え て い る。

以上 の 「個 に応 じた指導 の工夫」 とい う指導 の側面 か らのアプ ローチを通 して、本研究主 題

「かかわ りを大切 に し 創 造的 に取 り組 む 総合的な学習の時間」 に迫 って い きたい と考えた。
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3研 究の構想

今 日的 な課 題 児 童 を取 り巻 く環 境

中央教育審議会緬 「「

生 き る 力

↓
新学習指導 要領 「総合的 な学習 の時間」 のね らい(総 則 よ り)

1.自 ら課題 を見つ け、 自 ら学び、 自ら考 え、主体的 に判断 し、 よ りよ く問題 を解決 す る資

質 や能力 を育 て る。

2.学 び方 や ものの考え方 を身 につ け、問題 の解決 や探究活動 に主体的、創造 的に取 り組 む

態度 を育 て、 自己の生 き方を考え ることがで きるよ うにす る。

■一.一 ■『.『.聰 腫藺 ●0■ 剛 ●一 ・一 ■一 ●哨
●

目 指 す 児 童 像

○ 自 ら人 ・社会 ・自然 に働 きかける。

○互 いに伝 え合 い、認 め合 う。

創造的に取 り組む子

○自ら課題を設定 し具体的な計画を立てる。

○主体的に学翫 動を振 り返 りよ りよいもの1

としてい。うとする。1
_._._._貿_._._._._._.ノ

研 究 主 題

かかわ りを大切に し、創造的 に取 り組 む総合的な学習の時間

個 に応 じた指導 の工夫

基礎研究

・総 合的 な学習の時間 とは何か

・創 設の経緯

調査研究
・児童 の実 態調 査

・教 師の意識調査

研 究 仮 説

学 習過程 の中で児童が意欲的 になれ る場を設定 し、課題解決 に向 けての個 に応 じた指 導 を

工夫 すれば、かか わ りを大切 に し、創造的 に取 り組 む児童が育っであ ろう。

個 に 応 じ た 指 導 の 工 夫

1.課 題作り………児童一人一人の興味 ・関心を引き出 しながら自らの課題をっ くることができるようにする。

2.見 通 し 個の思いを生か した追究方法を共に考える。

3.学 び方 人 ・社会 ・自然とかかわり合い多様な学び方の場を設定する。

::難::::逢羅1灘 懲i灘徽 驚 欝 糠 劉
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II研 究の 内容

1基 本的な考 え方

(1)他 の教科等 との関わ り

本部会で は総合 的な学 習の時間を新学習 指導要領等 にの っとり次 のよ うに整理 した。

学校教 育の

在 り方 よ り

自 ら学 び、 自 ら考 え る な ど の、 全 人 的 な 『生 き る力」 を 育 て る。

内 容

教科等 の枠 を超えて、 自分 を取 り巻 く社会(自 然 ・人 々)と のかか わ りの 中

で人 として21世 紀 の社会 で生 きる力 を身 に付 け る。横断 的 ・総合的 な学習や、

児童 の興 味 ・関心 に基 づ く学 習な どを、地域 や学校、児 童の実態等 に応 じ、

各学校 が創意 工夫を生 か して実施 す る。

・体験学 習や問題解決 的な学 習を、積極 的に取 り入 れ る。

・自ら課題 を見付 け、主体 的に判 断 し、解決 す る資質 や能 力を育て る。

・グループ学 習や異年齢集 団での学習、地域 を教材 に した学 習な ど、 人 との

かかわ り合 いを大切 にす る。

授業時数

第3・ 第4学 年 は105単 位 時 間、 第5第6学 年 は110単 位 時 間 、 年 間 配 当 さ れ

て い る。 活 動 内容 か ら、 毎 週 一 定 時 数 を割 り当 て るの で はな く、1年 間 を 見

通 し、 弾 力 的 に工 夫 して運 用 す る。

育 てたい力

自分 た ち の身 近 な社 会 を実 際 に体 験 す るな ど して、 一 人 一 人 が生 き方 を 学 ん

で い く力 を身 に付 け る。

・実 体 験 か ら得 た知 識 ・相 手 意 識 を持 っ コ ミュ ニ ケ ー シ ョンカ

・課 題 を 自分 で 見付 け る力 ・課 題 を 進 ん で 追 究 しよ う とす る力

・情 報 活 用 力 ・共 感 す る力 ・思 い や る力 等 々。

これ らの こ とか ら、 総 合 的 な学 習 の 時 間 と各 教科 等 との か か わ りを以 下 の よ うに ま と め た。

π"一 …"一"一'… 一"一"一"一'一'『 一"… 一 フ

!網 伽 轄 の囎 と翻 湧 との勧 わ ク1
一 朋_.._.._.._.。_.._.._胴_.._.._.._.._.._.._..騨 」

体験活動 を取 り入れて い くとい う共通点 はあ るが、特別活動 は独 自の目標 と内容が示 され て

お り、一方総 合的 な学習 の時間 は、各学校 が創意工夫 を生 か して 目標 や内容 を定あ る、 と され

て い る。
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F暮==F覇毒轟 飛=:亙==二干態 暴蕪 羅 蕪 ≡;≡『
L_._仁 塑 塑 墾 二鎚 阻 轡 溢2_.__.⊥ 墨竺 竺 竺 饗 彗 讐___。_司

i育む力L________壁 瞥 ま 竺 乙 一 一 一 一 一 一 罵 一 一 」

1〔 ●自分たちの生活に直接関わる課題を解決しよつi自 分と社会(自然も鯛 との関係に気付き・1
課 題 意 識 を も っ 力

llと する力

1卜 自治的なユ .___.___.__⊥_____._.___.__,」

1方 法1体 験的な翫 問題轍 的な`Jl

L匪璽三三]璽墾誕三1ヨ
」「'●-1-　 "一"一'-0'一'一"一"一"一"一"一'.フ

1網 的 な 学 習 の 囎 と 道 徳 と の か か わ ク1

一,。_.._,._.._。._.._.._,._・ ・_・ ・一 ・・一 ・・一 ・・一 ・・一一 ノ

学 習指導要領 の道徳 の目標 には、以下 のよ うに書かれて いる。

道徳教育 は学校 の活動全体 を通 じて、道徳的 な心情、判断力、実践意欲 と態度 な どの道

徳 性を養 うこととす る。各教科、特別活動及 び総合的 な学習 の時間 におけ る道 徳教 育 と密

接 な関連 を図 りなが ら、計画的発展 的な指導 によ って これを補充、深化、統 合 し、道徳 的

価値 の自覚 を深 め、道徳 的実践力 を育成 す るものであ る。

今後、 ボ ランテ ィア活 動や 自然体験 的な活動 を生 かす指導 が総 合的な学 習の時間 と関連 して

い くことを視野 に入れっっ、 それぞれのね らいを きちん と押 さえて い く必 要が ある と考 え る。

!一"一"一 　 "一"一 ●一"一.一.一"一'一 〇一 　 "フ

1紺 蜘 轄 の朋 雄 瀦 とのか勧 ク!
一 闘_四_一_鱒_.._閃_.._四_.._.._.。_閃_.・ 一 ・・騨■■」

生 活科 は、低学年 の発達段階 を考慮 して設定 された教科で ある。 その目標 は、 自分 と身近 な

人 々、 自然 及 び社会 とのか かわ りを体験 を通 して と らえ させ、 自分 自身 や自分 の生活 につ いて

考 え させ るとい うもので ある。 そのために、単 なる体験 だけに終 わ らせず、認識 に まで高 め て

い く必要 があ る。 自分 の生活圏 の体験活動か ら、 自 ら課題 を見っ け探究 す る活動 が、知的 な活

動 に高め られて総合的 な学習 の時間 につ なが って い くもの と考 え る。

この よ うに、 総 合 的 な学 習 の時 間 は、 自立 しっ っ 他 の教 科 等 と互 いに 関連 づ け られ る こ

とが 重 要 で あ ろ う。 何 よ り、 児 童 の実 態 に合 わせ て ね らい を達 成 す るた め に、 そ れ ぞ れ の

学 校 で 様 々 な試 み が で き るよ うに な って い る点 を 考慮 し、 どん な学 習活 動 が展開 で き るか 、

各 学 校 で創 意 工 夫 を して い きた い。
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2実 態 調 査 か らの 考 察

(1)か か わ りを 通 した 活 動 を設 定 す る必 要 が あ る。

核 家 族 化 や共 働 き家 庭 の増 加 と い った家 族 形 態 の変 化 、 家 庭 用 ゲ ー ム機 の 普 及 に よ る子 ど も

の 遊 び の変 化 、 身 近 な 自然 の減 少 な ど に よ って 、 児 童 が 身 の 回 りの 人(家 族 を含 む)や 自然 と

直 接 、 話 した り触 れ 合 っ た りす る こ とが 減 って き た と言 わ れ て い る。 また 、 私 た ちが 行 っ た 児

童 の 実 態 に 関 す る ア ンケ ー ト調 査 の 結 果(P.8～9参 照,以 下 、 児 童 の 実 態 ア ンケ ー ト)か ら

も、 児 童 の人 へ の 関 心 が 低 くな り、 人 とのか か わ りの 経 験 を 楽 しい と感 じる割 合 も低 くな って

い る こ とが裏 付 け られ た。

一 方 、 教 職 員 の意 識 調 査 の結 果(P.10～11参 照,以 下 、 教職 員 ア ンケ ー ト)に よ る と、 総 合 的

な学 習 の時 間 で育 まれ る力 と して 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 」 の 回 答 が最 も多 く、 社 会 の 中 で

よ り良 く生 きて い くた め の 力 と して 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 の 育 成 の必 要 を感 じて い る こ と

が窺 え る。 ま た、 総 合 的 な 学 習 の 時 間 で 児 童 に付 け られ る と予想 され る力 と して も、 この 「コ

ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力」 が二 番 目に 多 く挙 げ られ 、教 職 員 の総 合 的 な学 習 の 時 間 へ の 期 待 が 強

く感 じ られ る。

以 上 の よ うな児 童 の実 態 と教 職 員 の 意識 を鑑 み て、 本 研 究 で は、 め ざ す 児 童 の 活 動 の 姿 の ひ

とっ と して 「か か わ りを大 切 に す る」 こ とを掲 げ 、 か か わ りの 中 で も特 に 「ひ と」 に焦 点 を 当

て て い き た い と考 え た。

(2)自 ら課題 を設定 し、創造的 に取 り組 む児童 を育 てることが大切 である。

教職 員 ア ンケー トによ ると総合 的な学習 の時 間に期待 してい ることとして、「主体的 な活動」

「自由 な発想」「学習 の広 が り」 とい う回答 が最 も多 か った。 また、総合的 な学 習の時間で 児童

に付 け られ ると予想 される力 として一番多 か った回答 は 「主体的 ・創造的に取 り組む力」であ っ

た。児童 が主体 的 に自由な発想で 自 ら課題 を設定 し、具体的 な計 画を立 て、広 が りのあ る追 究

活 動 を行 うことにより 「主体性 ・創造性」が付 くので はないか とい う教職員 の願 いが読 み取 れ

る。

本研究 では この教職 員の願 いに、 さ らによ りよい ものを 目指 した り、 よ り高 い学習意 欲 の喚

起 へ と繋が る 「主体 的な学 習活 動の振 り返 り」を付 け加 えた。 そ して、 この一連 の学習過 程 を

もうひとつ の目指 す児 童の活動 の姿 と捉え、「創造的 に取 り組 む」 と位置付 けた。

(3)「 個 に応 じた指導方 法の工夫」が求 め られる。

教職 員 ア ンケー トによ ると、総合 的な学習 の時間に関 して不安 な ことと して三番 目に多 く挙

げ られたのが 「個 に対 す る教師 の対応」 であ る。教師 や児童 の 自由な発想 を期待す る一方 それ

が逆 に、一 人一 人 の児童 の思 いに しっか り対応 してい くことがで きるだろ うか とい う不安 材料

に もな って いることが読 み取れ る。

しか し、個 を人切 に してい くとい うことは総合的 な学習 の時間 に とって大切な ことで あ り、

活動計画 を立 てた り支援活動 を行 う段階 で必ず配慮す るべ き項 目である。 そ こで本研 究で は、

この 「個 に応 じた指導 の工夫」 とい う教 師の指 導方 法 の実践 的研 究 とい う側 面 か ら、 主題 の

「かかわ りを大切 に し創造的 に取 り組 む 総合 的な学習 の時間」 に迫 りた いと考え た。
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[児 童の実態]

調査期間 平成12年7月7日 ～平成12年7月15日

調査方法 質問紙方式

調査対象 都 内3～6学 年 の児童865名

(1)総 合 的学習 の時間の実施状 況

%

100・ 『"

80・'響'

60"
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20ド

経験がある

☆ 高率で実施 され、学年 が上 が るにつ れ上昇 し、
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年
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圏
ロ
ロ
ロ

6学 年 で は100%だ った。

(2)「 調 べ る」 活 動 の体 験

%
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40
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年
年
年
年
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6

國

ロ

O

O

____ン_」
☆ 各 項 目 と もか な りの率 で経 験 を して い る。 しか し、 「パ ソコ ン」 以 外 は活 動 を 楽 しい と感 じ

て い る児 童 が 少 なか った。 殊 に 「人 に聞 く」 経 験 は高 率 に もか か わ らず 、 楽 し くは感 じて い

な い傾 向 が 顕 著 だ った。 同 様 の特 徴 は 自由記 述 欄 に書 か れ た 内容 に も出 て い た 。 「これ か ら

して み た い こ と」 の問 い に対 して 多 く挙 げ られ た 回答 は 「調 べ た い」 「作 りた い」 「行 って み

た い(探 検)」 「パ ソ コ ン」 等 で あ った。 これ らの 興 味 ・関 心 は ほ とん ど 『もの』 に対 して 向

け られ て い る。 『ひ と』 に関 連 して 挙 げ られ た回 答 で多 か った の は 「外 国 人 」 に関 す る もの 、

の み だ っ た 。

(3)先 生以外 に勉強 を教 えても らった体験

上 ・下 級 生 家 族友 だ ち 地域の人

年
年
年
年

3

4

5

6

膿

目
臼

日
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☆ 友 だ ちや 家 族 な ど身 近 な人 に か か わ って学 習 を して い る。 異 年 齢 の児 童 ・生 徒 、 地 域 の 人 と

の か か わ りは少 な い。 また、 どの項 目で もか か わ りを 「楽 しい」 と回 答 した児 童 は少 な か っ

た。 これ は(2)の 結 果 と一 致 して い る。

(4)か か わ って い る人 数

[一 天

臨
上 ・ 卜級 生友 だ ち 家族 地 域 の 人

3

4

5

6

囹

口

目

口

☆ 児 童 に と って 、 家 族 以 外 で最 も多 くの人 々 とか か わ る場 が 学 校 で あ る こ とが分 か る。 一 方 、

地 域 に出 る と友 だ ち関 係 さえ も希 薄 に な って い るの が見 て取 れ る。 これ は(3>の 結 果 と一 致 し

てい る。 総合的 な学習 の時間 では 「生 きる力」 の育成 が大 きく打 ち出 されてい るが 「生 きる

力」 が人間社会 の中で 「生 きる力」 であ ることは間違 いない。子 どもたちが 「ひ と」 や 「地

域 ・社 会」等 とどのよ うにかかわ ってい るかを的確 に捉 える ことは総合 的な学 習の時間 を実

施 して い く上 で 、 欠 く こ とが で きな い課 題 と考 え られ る。

(5)学 習 の ま とめ で した こ と

60

40

zo

%

作 文 ・感 想
絵 ・新 聞

発表

3

4

5
6

團

口

口

目

☆ 学 年 間 に大 き な数 値 の差 は無 い。 た だ、 高 学 年 で活動 を楽 しい と感 じる児 童が減 る傾 向が あ っ

た。 しか し、 児 童 が 「楽 しい」 と感 じれ ば よ い の か とい う と、 そ れ は一 面 的 だ ろ う。 困 難 な

課 題 を乗 り越 え る 「喜 び」 「達 成 感 」 等 々 、 様 々な 感想 を 児 童 が もっ と考 え る方 が よ り 自然

で あ る。 設 問 を 工 夫 した な らば、 違 った結 果 が得 られ た可 能 性 が あ った。

◎ 今回 の調査 は総合的 な学習 の時間 での活動 が、多種多様 にわた ることが予想 されたた め、 か

え って、調 査項 目を広 く一般的 に実施 され ている ものに絞 らざるを得 なか った。 しか し、 一

例 を挙 げれば、AV機 器 の技術革新 は目覚 ま しく、学校で のITの 利用 も日ごとに進 ん で い

る。総合 的な学 習 の時間で個 々の児童 の特性 に応 じた指導 ・支援 を行 うために は、教 科学 習

で 「基礎 ・基 本」 を着実 に培 うと ともに、学校 内外 の学習環境 の整備 ・ネ ッ トワー ク化 を行

う等、従来 の指導法 の発想 を越 え る、一層 の工夫 の余地 と課題 がある と考え る。
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[教師 の意識]

調査期 間 平成12年7月7日 ～平成12年7月15日

調査方法 質問紙法 によ る ・分析 は 自由記述 をキーワー ドに着 目 して まとめた

調査対象 研究員所属校及 び都 内の教職員 の教師125人

(1)総 合的な学習の時間 に期待 して いることは何ですか(自 由記 述 ・複数 回答)

以下は多かった回答

主

に
指
導
者

に
関

す

る

主

に

児

童

に

関

す

る

①主体的な活動

②現代社会への適応能力

③体験学習

④自由な発想

⑤学習の広がり

⑥地域に根ざした学習

⑦過程を重視

⑧複数の指導体制

%o

5

4

3

9

7

8

7

7

3

1

1

その他の記述 ・友達とのかかわ りの中で教え合 うなどの人格形成にプラスになる。

・物事や人とかかわる中で心を動か し、具体的な活動を考え出せる力を育てる。

☆ 「主体的な活動」「自由な発想」「学習の広がり」 と答えた人が多い。教師 ・児童の自由な発想 を生か

し、児童の主体的な活動か ら広が りのある学習が展開されることを期待 していることが分かる。総合

的な学習の時間の趣旨にある通 り、地域や学校、児童の実態に応 じて創意工夫を生か して学習活動 を

行 うことができるという期待とその学習の広がり。そ して児童の主体的な学びを期待する声が多い こ

とが分かる。

(2)総 合的な学習の時間に関 して不安なことは何ですか(自 由記述 ・複数回答)

以下は多かった回答

1鵬 瓢 力がつ_
指

導

者

に

関

す

る

③教師の力量

④個に対する教師の対応

⑤条件整備(時 間・人材・費用・空間)

⑥安全確保

⑦評価

⑧教育課程の組み方

⑨協力体制

%0

16

4

19

15

12

8

a

5

2

その他の記述 ・児童の興味関心ではなく、感覚的な好き嫌いや都合などに流されるおそれがある。

・学校の実態を考えずに他校の実践事例をそのまま活用 したり、児童の実態を考えずに

前年度の活動をそのまま活用 したりする恐れがあること。
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☆ 「教師の力量」「基礎 ・基本」「個 に対す る教 師の対応」 についての不安 が多 い。 総合的 な学

習の時間 は創設 された ものであ り、各学校が地域 や学校、児童 の実態 に応 じた学 習活動 を行

う もので あ るたあ、教 師 自身が見通 しを もてず不 安を抱 いてい る実態 があ る。 また、基礎 ・

基 本の上 に成 り立 ってい る総 合的な学習の時間であ るが、 どのよ うに基礎 ・基本を と らえ、

定 着を図 ってい くかが重要であ り、苦心 して いることが分 か る。 そ して一人 一人の思 いや願

いを大切 に したいがゆえ に、個 に対 応 しきれ るのか という不安 があ る。

(3)総 合的 な学習 の時間で はどんな力が付 けられる と考えますか?

以下は多か った回答

①主体的 ・創造的に取 り組む力

② コミュニケーション能力

③情報処理能力

④表現力

⑤理解力

⑥学ぶ力

⑦問題解決力

その他 の記述 ・友達 の良 さを見 とる力。

・状況判 断力。

/0

43

36

8

7

4

4

4

(自 由記 述 ・複 数 回答)

4060

・自分 の考 えの明確化、分析力。

☆ 「主 体 性 ・創 造 性 」 ・ 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 」 と答 え た人 が 多 い。 児 童 が 主 体 的 に そ し

て 創 造 的 に取 り組 む 力 や 、 多 様 な か か わ りの中 か らコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 上 手 に図 ろ う とす

る力 が っ け られ て い くと感 じて い る人 が 約 半 数 を 占 めて い る。 っ け られ る力 、 逆 に考 え る と

総 合 的 な学 習 の 時 間 で つ け た い力 の 多 くは、主 体 的 そ して 創造 的 に取 り組 む 力 で あ り、 か か

わ りの中 か ら コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを 上 手 に図 ろ う とす る力 で あ る と考 え る こと が で き る。

(4)現 在よく言われている 「生きる力」 とはどのようなものだと思いますか。(自 由記述 ・複数回答)

以下は多か った回答

①コ ミュニケーション能力

②自己実現を図ろうとする力

③課題解決能力

④環境適応能力

⑤判断力

%0

20

16

10

8

4

その他 の記述 ・自分 の良 さを人 のため に働 かせ、役 に立 とうとす る力。

・自 ら生活 をっ くり、生活 を楽 しみ、他者 とかかわ りなが ら生 きることがで きる力。

☆ 「コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 」 「自 己実 現 を図 ろ うとす る力 」 が 多 い 。 新 しい 学 習 指 導 要 領 に

あ る 「生 き る力 」 と、 現 場 教 師 が考 え る生 き る力 とに は多 少 の ズ レが あ る よ う に思 う。 総 合

的 な学 習 の 時 間 を進 め て い く上 で は、 まず 「生 き る力 」 を は ぐ くむ と は ど う い う こ と な の か

とい う基 本 に立 ち返 り、 教 師 が意 思 の統 一 を図 って い く必 要 が あ るの で はな いだ ろ うか 。
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3主 題 に迫 るため の手 だて ～個 に応 じた指導 の工夫 ～

手 だ て 内 容}例 示
}

学習材

視覚的な資料の活用 欝 曙鑓離騰糠1:畢糠 欝
課題設定を促す。

・写 真 ・パ ネ ル 等

課 一

共通体験の活用 共通の体験的な活動を通 して、児童の課題づ ・見学

くりに役立 て る。 ・体験活動

題
発想を引き出す手法 自由な発想を引き出すために、課題にあった

・ ブ レ イ ン ス トー ミ ン グ

作
様 々な手法を用い る。

・ ワ ー ク シ ョ ッ プ

・ ロ ー ル プ レ イ

・ ウ ェ ビ ン グ

り
1・KJ法 等

ゆと りあ る 具体的な追究活動を考えさせ、自分のもった課題を修正 ・発展できる

指導計画の作成 よ うなゆ とりある指導計画を立 て る。

学びの過程が 学 習後 に児童 が記入す る 「カー ド」か ら、個 ・学習 カー ドの工夫

わか るカー ド作 り 個に応 じた支援計画を立て、次時の指導に生

見 か す 。

発表の場の設定 中間発表会 ・終末の発表会を学習計画に設定 ・中間発表会

通 す ることにより、児童一人一人 が自分 の学習 ・掲示 によ る発 表

活動の節 目を意識 し、積極的に課題に取 り組

し
む よ うにす る。

活動計画書の立案 児童が課題解決 に向けた追究活動のスケジュール ・方法等を具体的に

計画書に書き込み、活動前に見通 しを持たせる。

ワー ク シ ョ ップ

ワー ク シ ョ ップ は、 皆 で意 見 交 換 や共 同作 業 を しなが ら進 め る体 験 的 参 加 型 研 修 で あ る。

指 導 ・被 指 導 の 関係 で 学 ぶ研 修 会 で な く、 参 加 者 が積 極 的 に他 者 の 意 見 や 発 想 か ら、"気 づ

き"、"学 び 合 い"最 後 に皆 で 自 らのふ りか え りを す る と い う、 研 修 の プ ロ セ ス で の学 び を

大 切 にす る。 問題 解 決 を 図 る と と もに態 度 や技 能 を身 にっ け られ る とい う特 長 が あ る。

ブ レイ ンス トー ミ ング

通 常 リー ダ ーを 含 めて5～10名 程 度 の集 団 が 適 切 で 、

① 出 て きた ア イ デ ィア につ いて は良 い悪 いの 批 判 は しな い こ と

② ア イデ ィア の出 し方 は 自 由で あ れ ば あ る ほ ど よ い こ と

③ で き るだ け多 くの量 の ア イ デ ィア を 出す こと

④ 自身 の ア イ デ ィア を 出 す だ け で な く、 他 人 の出 した ア イ デ ィアを 改 良 した り、 幾 つ か の ア

イ デ ィア を組 み合 わ せ る こ と もあ る

な どが 原 則 で あ る。 そ の後 出 され た ア イ デ ィア にっ いて は別 途 に審 査 を 行 い、 有 効 な もの

を選 択 す る。

KJ法

各 人 の考 え を カ ー ドを使 って 一 枚 の 図 に整理 し、 全体 を 見 な が ら討 議 す る。 記 入 した カ ー

ドが す べ て 生 か され て 、 全 体 図 の 中 で"自 己 主張"す る こ とで、 思 わ ぬ発 想 に っ な が る よ さ

が あ る。
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体験活動の重視 調べ活動から実際に体験する活動に移行する ・○○作 り

指導計画を立て、課題を広げるようにする。 ・実験 等

学
学 び方の手引きの活用 情報収集 したり調べたりするときに活用で き ・学 び 方 ハ ン ドブ ッ ク

び
るよ う、施設利用 や紹介 ・電話 のか け方 ・イ

ンタビューの仕方 ・手紙 の書 き方 など、学習

前 のマナーを記 した冊子 を作成す る。

方
グループ作 り 友達の学び方や考え方を自分の課題解決に生かすことができるような

活動 の グルー プを設定 する。

情報交換の場の設定 お互いの調べ学習や情報交換の場 として掲示 ・ メ ー ル カ ー ド

振 板を利用 したり、個々の興味 ・関心を大切に ・発表会 ・中間発表会

り 意見交換できる機会を設定 したりする。 ・ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン

返
・壁新聞 等

り 毎時の振 り返 り 毎活動終了時、振 り返 りの時間を確保することで、次の活動や課題を

を明 らか にさせ る。

指導体制の工夫 学年 ・専科教員によるT.Tの 体制や保護者

[

・人 材 マ ツ プ

や地域の方の協力を得た体制を作 り、子ども ・校内教職員の活用

の学習 をサポー トす る。 また、地域の関係機 ・ ゲ ス ト テ ィ ー チ ャ ー

学
関や施設などの実態や特色を理解 し、専門的

な知識や技能を身にっけている人をリストアッ

・TT体 制

プ し、指導 の協力を得てお く。

習
物質的環境の整備 子どもたちの活動が効率的に進めていけるよ ・図書室

うに、活動 の空間 ・追究の対象 ・資料 ・材料 ・パ ソ コ ン ル ー ム

環 などを整 える ことによ り、課題追究活動 をス ・施設案内地図

ムーズに し、意欲を喚起す る。 ・材料提供

境
学習計画表の作成 子どものもつ課題が解決可能なものかどうか ・追究活動計画表

を自分で確認 し、解決の見通 しを もたせると

ともに、教師は計画表を見なが ら、支援の方

法 を考 え る。

〈 ウェ ビングの例〉 〈 メール カー ドの例 〉

　
畑

縄

月
隼 》 メ ーILi1一 ド へ

r
一の.う に つ/、 て。の こ 乙 ば ヵ 一走.しの お 父

.一さ.ん.Lた の ん で』プ ワン1一あ け"る 桐ll

メ ー ルf1一 ド へ

.つ..去1 一図_書 食質kづ コ=4護 一一つ.あ.るξΩ

一ζi:グ辿2 .の杢の戸丘鼠為条さ。
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4実 践事例

事例1第3学 年 単元名 「か らだ ・だ か ら ・た か ら」(体 だ か ら宝)

1単 元 の ね らい

○様 々な人 とのかかわ りの中で、様々な知恵 に触 れ学 び方 を経験 す ることで、課題 を解決 し

てい くことの楽 しさを味わわせ る。

○ 自分 の生活 ・経験 を通 し、 自分の課題を持 って追究 しよ うとす る態度 を育て る。

○調 べた り考 えた りした ことを伝 え合 うことで、 自分の生活 の中に生 か し、健康 な生活 にっ

いて考え実践 してい こうとす る態度 を養 う。

2指 導の工夫

課 題 作 り

見 通 し

学 び 方

振 り 返 り

学 習 環 境

・き っか け の学 習 ・活 動 の実 施

・関 連 マ ップ の作 成(P .17参 照)

・課 題 を た て た動 機 の明 記

・研究 カー ドの活用(個 別の学習計画書)

動機→予想→方法(調 べ方)→ わか った こと→振 り返 り

・掲 示 板 の活 用(P .17参 照)

そ れ ぞ れ の学 習 の様 子 が分 か る よ う、 学 年 の廊 下 掲 示 板

に掲 示 す る。 ま た、 メ ー ル カ ー ドで感 想 や 情 報 を交 換 し

合 う。

・方 法(調 べ方)の 例 示

・研 究 カ ー ドの活 用(P .17参 照)

・掲 示 板 の活 用

・個 の 進 み 具 合 に合 わ せ た学 習 計 画

課 題 の 数 を決 め た り、 この 時 間 は実 験 や調 べ学 習 の 時 間

と決 め た りす るの で はな く、 そ れ ぞ れ の児 童 の 取 り組 み

や っ まず きを考 慮 す る。

・課 題 に合 わ せ た学 習 グル ー プ の編 成

ク ラ スの枠 を な く し、 全体 で取 り組 む。

・様 々 な人 との 交 流

鞭鍛 漏礎 饗 継麗劉
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3単 元計画

(1)単 元 の構想 璽
学 校 教 育 目標

考 え る子 ・や さ しい子 ・健康 な子 ・お こな う子

国語

○聞く

○読む

必要な情報の収集

○話す

○書 く

目的に応 じた表現

算 数

〇四則計算

○単位の理解

(かさ・長さ・重さ・時間)

○表やグラフの読み方

と表 し方

道徳

0自 分でできることは自分でやる

○命 ・人 ・地域 ・伝統を愛する

資料の分析

分類 ・整理

社会

○地域社会の一員 とし

ての自覚

○先人のはたらきへの

理解

○具体的資料の活用

_.+

i新 たな 課 題

資料収集

資料活用

理科

○動物や植物の成長の

きまりや体のつ くり

の理解

○比較 しなが らの観察

○見いだ した問題を興

味 ・関心を もって追

究する

課

興味関心

疑問など

追究する

課 題 解 決

「試 してみよう ・調べてみよう」

調べ学習の基本を学ぶ

(動機・見通し・わかったこと)

「からだ生き生き計画」

人 とのかかわり 重視

体 験 的 な学 習

ま豊める

共有(rめ 合 う〉

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン→

新 聞 ・ レ ポ ー ト

発 表 会 な ど

図 工

○見 たこと、感 じた こ

と、想像 した ことを

工夫 して表現 す る

保健体育

○健康の大切さの認識

健康によい生活の仕方

○健康な生活及び体の

発育 ・発達について

の理解 と実践

高め葛

「一『 友 達 の 意 見

○○小学校の特色ある教育活動

地域の環境 ・人材 体験活動 かか わ り合 い ・学 び合い
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(2)学 習指導計 画

つ

か

む

追

究

す

る

・

深

め

る

・

解

決

す

る

広

げ

る

学 習 活 動 の 流 れ

自分 の体 につ いて考え よう(3時 間)

○ 自分 に つ いて 振 り返 り、 体 の っ くりや 健 康 な

どに つ いて 思 った こと ・考 え た こ とを 発 表 す

る。

生活環境 生活 ス タイル

生活習慣 身体 の特徴 など

○関連 マ ップを作成 し、自分 の課題 を決 める。

課題探 しのふ りかえ り

・共 通 課 題 … … …学 び方学 習

・個 別 課 題

↓

試 してみ よう ・調べてみ よう(9時 間)

き っか け の 学 習

・植 物 の生 長

・ち ょ うの成 長

・生 活 の きま り

・何 で も食 べ よ う

(食 べ物 の はた らき)

・健 康診 断

・身 体 測定

・交 通 安 全 指 導

・避 難 訓 練

・着 衣 泳

○ 自分 の 課 題 につ いて 、 実 験 した り調 査 を し た

り して 調 べ る。

関 連 す る 学 習 ・経 験

(知 識 ・技 能 等)

。聞 く ・話 す ・話 し合 う

・読 み と る ・書 く

・観 察 ・調 査 ・資料 活 用

・測 定 ・計 算 ・単位

・資料 整理(表 ・グ ラ フ な ど)

・比 較 ・実 験 ・体 験学 習

・表 現

予想 を立て る 課題の解決(追 究)

観察 ・実験 話 を聞 く 資料を調べ る

学習の振 り返 り(方 法・結果 など)

新 しい疑 問→新 しい課題

y

・掲 示 による経過 報告 ・意見交換 な ど

か ら だ 生 き 生 き 計 画(8時 間)

○ 自分 が調 べた ことを もとに体 に良 い ことを

探 し、情報交 換をす る。 活用
・応用 のための振 り返 り

○体験 や人 か ら学 ぶ活動 を通 して調べ る。

○学 習 した ことを暮 らしの中に生か してい く方法 を考 え る。
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実践記録

きっか けの学習

・理 科 ・体育 ・学級指導 な どの学

習 の中で、体や生命 を意識 させ、

興 味 ・関心 を持 たせ る。

掲 示 による経過発表

1叫蟻i嫡ぐ ご_・ ・

匿

研究 カー ドは1課 題1枚 とし、

動機 を明 らか にさせ てお く。

研究 カー ドは、 いつで も取 り出 し

て見 られ るようク リアフ ァイルと

フラッ トファイルを組み合わせ た

物 に挟 み込 んで掲 示 した。本人 は

もちろんの こと友 だ ちの研究 も自

由に見 られ るよ うになってお り、

その感想 や情報 をメールカー ドに

書 き貼 ってお く。

調 べ た ことな どを互 いに情報交換 し、

自分 な らば何 を どのよ うに生活 の中

に生か して い くか考 え させ る。

☆ 自分の学びを伝えることを

意識することで、調べ方 ・

まとめ方 も、聞て手を考え

て工夫する姿が見 られる

つかむ

追究する

深める

広げる

自分の生活に

生か していく

同 じ課題の児 竜で2～5名 ほどのグルー

プを編成 し、助 け合え るよ うにす る。

☆ よさを学 び合 うことがで きる。

癒
「か らだ#:き 生 き計画」

・健康 に丈夫な体 に成長 して いくために、

どん なことに気 をっ けた ら良 いか、 ど

ん な工夫がで きるかを考 えさせ る。

・ゲ ス トテ ィーチ ャーを招 いた り、実際

に試 してみた りす るなど しなが ら体験

的な学習 をす る。

☆体験や人 とのかかわりを通 して学習 し

てい くと、学習がより具体的になる。

☆生活習慣に関わることなので、保護者

の皆 さんのご協力が人切だと感 じた。
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事 例2第5学 年 ・第6学 年

1単 元 名 「 未 来 へ 届 け よ うぼ くた ち の学 びを 」

stageI「 フ ァー ス トチ ャ レ ン ジ」stageII「 情 報 ステ ー シ ョ ン○ ○」

2単 元 の ね らい

○ 人 ・地 域 ・自然 との か か わ りを通 し課 題 解 決 に向 け た 自分 な りの学 び方 、 考 え 方 を身 にっ

け る。

○ 百 科 事 典 を作 り直 して、 今 まで の生 活 ・学 習 で 経 験 した ことを もと に、 自分 の課 題 を っ か

み追 究 しよ う とす る態 度 を育 て る。

○ 調 べ た こ と、 や って み た こ とを互 い に伝 え る こ とに よ って 、 自分 の生 活 や 環 境 を見 直 し生

活 の な か に 生 か して い こ う とす る。

3指 導 の工夫

課題作 り ・ビデ オ、 写 真 等 視覚 的 な 資料 の活 用 学 習 、 生 活 経 験 か ら 児

・ブ レイ ンス トー ミ ングの 手 法 童 の 思 い を 生 か した 課

・ウ ェ ブ マ ップ の作 成 題 、 自 力 で 追 究 活 動 に

・初 あ の課 題 を 修 正 、 発 展 で き る学 習指 導 計 画 取 り組 ませ る。

見 通 し ・活動計画書の活用

追究 の日程、場所、方法、中間発表、発表会 を意識 した計画 を立 て させ る。

学 び 方 ・学 び方ハ ン ドブ ックの活用(情 報収集 、調 べ方、 ま とめ方 の例示)

・活動計画書の活用

一人一人 の学習 の過程を捉え、個々に応 じた支援計画を立 てる。人 とかかわ っ

て体験で きるよ うな活動を取 り入れ活 動を広げ る支援 をす る。

・情報交換、中間発表 の場の設定

振 り返 り ・活動計画書 の活用 自分 の考 えを整理 し、友 達 の学 び方

・振 り返 りカー ドの掲示 を知 り課題追究 に# 一かす。 試 行 錯誤

・情報交換、 中間発表 の場の設定 している時 の支援 に生 かす。

学習環境 ・情報発信 の掲示 スペース

・専門家、地域 の方、保護者 を含 め校内の協力体制を作 る。

・発表 の場 を設定す る。

保護者、地域 の方 に理解 を求 めると共 に児童 に生 き方を考え させ る。
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4学 習指導計画

興

味

・
関

心

を

も

つ

課

題

を

つ

か

む

見

通

し

を

も

つ

追

究

す

る

振

り

返

る

↓

↓

↓

↓

↓

↓

stagelフ ァ ー ス ト チ ャ レ ン ジ

自由研究発表l
y

オ リエ ンテー シ ョン 未来へ とどけようぼ くた ちの学びを2

◇今 までの学 習を振 り返 り、興味 のあることにチ ャレンジ しょうとす る意 欲を もっ

◇ チ ャ レンジ したいことを考え、整理す る。 自分の課 題(仮)を 決 め る。

ふるさと○○ ひ と 世 界 自分達でできること

自 分 の チ ャ レ ン ジ 計 画 を 立 て よ う21

◇ 自分の課題(仮)に 合わせて情報を集め、活動計画を立てる。

地域、学校、地域

の生 き物、地域の

歴史 等

運 動、 スポーツ

踊 り、病気

体 の不思議 等

世界の言葉

世界の人 と

日本の地域 等

オ イスカに協力

手話 、料理 、

物作 り 等

1フ ァ ー ス ト チ ャ レ ン ジ し て み よ う3

◇詳 しい日程や方法を決めて個々の課題 に取 り組む。

本 で調 べ る。教 えて くれ る人 を さがす。必要 な ものを用意 す る。

1中間発表1

◇ これまでにチ ャレンジした ことを発表 しそれぞれの学 び方 を知 る。

1さ ら に チ ャ レ ン ジ し よ う4+課 外活動}

◇課 題 と計画 を振 り返 り修正 し、新 たな課題 や計画 に合 わせてチ ャレンジす る。

・課題の大 きさ、広が り、活動場所、方法、進 あ方 を見直す。

いろいろな学 び方 を してみよ う ・もっと疑問を ときあか そ う

・くわ しい資料で調べ よ う ・ア ンケー トをとろ う ・実際 に行 って みよ う

・イ ンタ ビューを しよ う ・くわ しい人 に聞 こ う

stageII情 報 ス テ ー シ ョ ン○ ○

学 ん だ こ と を ま と め よ う21

◇ 自分の学 びを整理 してまとある。 ◇自分 に合った発表の方法を考える。

学 ん だ こ と を み ん な に 届 け よ う 発 表 会2

◇発表会をする。

自 勢 の 学 び を 生 矯 の 申 で 生 か し 『一 「¶ 三a
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5 実践記録

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン チ ャレンジ計画を立て よ互」 フ ァ ー ス ト

チ ャ レ ン ジ

っかむ

本時の活動

{1体 時のね らい
・自分でやってみたいことの追究へ向けて計画1

(や りたいことを整理 し.情 報を集め る)を 立てる。
・自分の課題 について見通 しを持ち、次時への意欲を高める。

②本時の展開 個 一個 に応 じた 関一かかわ り

「.チ。レジラ・翫 ・毒 認 「
し意欲を持つ。

・計画を立てるうえで必要なこと

を知る。

1回・癒 垣産司
○ 自分のや りたいことに合わせてチャ レンジ

追 に必要な事柄を整理 し情報を集める。

究1

す1ふ る さとOO1,ウ ェ ブマ ップを作ろう。

る2,調 へたい ことをならべよう

ひ と3.そ れぞれにっいてどうや っ

て調べよ う

自分達たちでできろこと ・どこへ行 った らわかるかな
・な にをみた らわかるかな

世界 ・誰に聞 こうかな

IOグ ルー一ブごとに 自分で考えた方法 を発表 し411う。

振1・

り11・ 自分の方法を振 り返る。

返.・ 友達 の考えのよいところを

見つける。

○感想を書く。

○次時のめあて を持っ。

・計画表に記 入する
。

・次の活動への見通 しをもつ。

1L

(31評価

できたか。

創一創造的

E☆指 導 と◎評 価1

◎自分 のチ ャレンジ した1
いことを確認する。

(個)
1☆ 活動内容や活動の場を

確 かめる。

旨☆T,～Taが それぞれ
のグループにつ いて支.

諜 隷.,ブ 。ク。1
教師が携帯し必要に応1

じて支援に使 う.

1◎ グルー一プのメンバーと
相談 して情報 を集める,
(関)

i☆ 個々のよさを認め励ま1

す。

◎ 自分な りに事柄 を整理

し情報を集めることが1

で きる。(創)(個)

◎ 自分の計画と比べなが1

ら聞 いた り分かりやす[

く伝えた りする.

(創)(個)
1◎ 友達のよいところをみ

つ けることができる。

(創)

1☆ 計画での工夫や意欲 を
賞賛する。

◎次時の活動の意欲をも

つことができる。(個)

;一._..一..一..一 一■

・友達とかかわりなが ら自分でやってみたい事柄を整理 し、情報 を集めることが

・自分の課題 の追究 に見通 しを持ち、意欲を高めることができたか。

(本時3/17)

追究する

廟

一.一

追究する

i

さらにチ ャ レンジ 「
__J

<振 り返 る>

0個 々 の活 動 の 振 り返 りは毎 時 間 行 な う。 活動 の節 目 ご とに発 表 し合 う こ とで 、 友 達 の学 び

方 や 考 え方 を 生 か す 学 び合 いが で き る。 振 り返 りを学 び に生 か した もの にす るた め に 「自

分 の考 え と比 べ て 聞 く」 と い う視 点 を押 さえ る。

0自 分 の 学 び 方 を 修 正 す る こ と に よ って 、 新 たに課題 の広 が りや深 ま りが み られ る よ うにな っ

た。 新 たな 自分 の発 見 で 自信 を もって課 題 追究 に取 り組 む よ うに な った。
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〈課題 をっかむ〉

○ ウェブマ ップで自分 のや りたい ことや調べ 方 を

整理 して発 想 を広 げて い く。

○初 めに決 めた課題や方法 を友達 との情報交換 か

ら得 た学 び方 、調べ方を取 り入れたものに修正、

変更可能 な時間を設 ける。

05、6年 混合 グルー プ4～5名 ほどで情報交 換

し合 いなが ら課題作 りを進め る。

051のsueプ ロデ】一ス1
77・ 一 ス ト チ ャ レ ン ジ 叶 画 沓

8繭`

〈追 究 す る〉

○ 計 画 書 を 使 って 自分 の次 の活 動 の 予定 を考 え て

準 備 を す る。

○ 計 画書 、 掲 示 板(個 々 の色 別 カ ー ド)で 個 々 の

学 び方 を 互 い に知 り、 そ れ ぞ れ の課 題 追 究 に生

か す よ うに す る。

0個 々 の活 動 に合 わ せ て 人 と か か わ った り、 体 験

した りす る学 び方 が で る よ うに支 援 す る。

○ 個 々 の課 題 追 究 に応 え る の に複 数 のT・T、 校

内 の教 職 員 、 保 護 者 、 ゲ ス トテ ィチ ャーの 協 力 は欠 か せ な い もの で あ る。

○ 個 々で 学 ぶ 時 間、 友 達 とか か わ り なが ら学 ぶ 時 間 を ね らいに あ わ せ て 工 夫 して い きた い。

縄
活 まカ し た こ と

一
次 の;舌 艮力子 疋

田 ・たこと.槻 罰したいこと/tど も

才

リ

エ

ン

テ

ー

シ

閣

ン

1

9

イ瀞

「かかわりたいり夢」つて ・

P,て ろ庵い二と1二?

。廠 蝕 ↓fなら、↑・5.く伽

・和 良 の生 納 蠕 詞噛

『

マイアイディ7を 望か して臼分の学びを置ぼう

齢 。アtY'+7$llz"3う

物 てar_い こと服 電し.よう

和 裏 のめ す"らしし・生

斗糠 奎黙醗瀞

申分 のチ》しツラ"言十画 の 十ヒめ の 壌
っほう赴'集 め3 .制 画 篭 立マ
る.

3

累　

飢ガ き価 並

................._.....

チャしフr・"計 画2勉 立Zる .

禦儀菱報.燕蚤蓬慧物やじ凱

趙
与・b増 灘 も
立てセ.カメラ1+、 人

ラ}r斗 宣る

アッ与一ト亀 とろ長お『∂～1鱒

奮孝を嘉1熊郵講 ヒ闘く
具

遣

し

■

も

つ

て

追

究

し

よ

う

・

9

5

監

アンケー腕 ヒ。1¥

ぢ膳 破 遇
場 戸旨に狩・マ写一真 な

と確 鑑 擁 し紬 繍
6

亀
7

笈

生き物 励 ナラ
でとる

カナラ、、試凄・い1=圃'笙1き～糊 ・の 、、そ

うそaこ戸∫1や生 さ廟 じILと1ハ ヒい 十rY

●;'う・糸氏、くをヒめち・(今日、、廿t翔、嗣』

ま》める睾乾

堅謬 棚 蠣 中 闇 磨 表
B

10

ii

■同見嶺

フカ+似 ラで蓬

態 て晦 蘇 咋. 襲礫摯蕪轟爾穿

」

圖

〈ま とめ る>

0課 題 と し追 究 して きた こ とを ド級 生 、保護 者 、

地 域 の方 々 に伝 え る た め に 自分 の学 び に 合 わ

せ て効 果 的 な方 法 で ま とめ る。

○ 発 表 会 を 行 う こ とで 、 自分 の 学 びを い ろ い ろ

な人 に 自信 を 持 って 伝 え 、 さ らに、 み ん な に

生 き るよ うな追 究 に しよ う と意 識 を 変 え る こ

とが で き る。

社

会

・

地

域

へ

の

発

展

よ

り

よ

い

生

活

を

め

ざ

す

個

々

の

取

り

組

み
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6他 教科 との関連

国語

◇ 目的に あわせ た情報、資料 の収集

◇ 文章を整理 して表す。

◇ 事実 と意見 に分 けて書 く、話 す。

◆文章や話 を理解 し、考 えを もっ。

◆違 いを比べ、共通点 を見つ ける。

☆考えを比べ なが らよ りよい考 えに

しようとする態度

☆気持 ちや考 えを進 んで書 いた り話

した りす る態度

☆相手や 目的に応 じて表現を工夫す
る態度

算数

◇ 目的に応 じた資料の整理、分類

◇表 や グラフの表 し方

◇測定 や作図

◆解 決方 法や結果の見通 しを もつ。

☆筋 道を立てて考え たり説明 した り
しよ うとす る態度

☆学 習 して きたことを積み重 ね、発

展 させて い く態度

音楽

◇ 豊かな感{生

◆歌唱、演奏

◆音楽の特徴や多様性 を感 じ取 る。

☆音楽を生か して生活 を明 る くしよ
うとす る態度

☆表現の工夫 を しよ うとす る態度

図工

◇作品の味わ い方

◇表 し方 や見方 を学 ぶ。

◇表現方法 の工 夫

◇発表、交流

◆作品 を大切 にす る心情

◆対象 の観察

◆発想、構想

☆表 したい ことや作 りたい ものを 自

分 の表現方 法で表そ うとす る態度

☆進ん で表現 しようとす る態度

☆心豊 かに生 活を創造 してい こうと

する態度

道徳

◇夢 や希望の実現への努力

◇ 自分 への問いか け

◆ 自分 の体験 と比較 した表現

◆多面 的な考え

◆共感 的な考え

◆人 の行動や価値 と自分 自身を重ね

合 わせて考え る。

☆ よ りよ く生 きようとす る態度

☆ 自分 自身の問題 と して深 くかかわ

ろ うとす る態度

総合的な学習に生かせる各教科の基礎、
基本の力 ◇ 学び方

◆ 考え方
☆ 創造的な取り組み

ど

う

や

つ

て

や

ろ

う

ど

う

や

つ

て

工

夫

し

よ

・つ

も

つ

と

で

き

る

こ

と

ま`

各教科 ・領域 地域 自然 交流

地域へ向けての活動

経 験 か ら の 興 味 ・関 心

追究

↓ ↓ ↓

かむ

チ ャレンジ

したいこと

¥1�M
←

→

究

はじあの課題1=

ir
振 り返 り 中間発表会

→

r 修正 ・発展 した課題
←

→

っ かむ

追究

課 題 解 決

ま とめ ・表 現

→

..一.
○○ことも百科辞典発表会

←

→

振 り返 り

t
自分の生活、地域、社会への発展

よりよい生活をめざす

個々の取り組みへ

轟

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

ま`

ど

う

や

つ

て

ま

と

め

よ

う

_社 会
「

◇観察、調査、情報収集

◇地図や資料 の効果 的な活 用

i◇ 情報 の受信、発信
◆類似点や相違点 の整理

・◆地域社会 との関連

1◆ 広 い視野か らみた考え

1☆ 地域社会 の一員 としての自覚

「☆社会 や環境 に対 する意識 や態度
「☆tl堺 の人 々と共 に生 きてい こう1

とする態度「☆公正
に判断 する能 力や態度

「 理科「

◇観察 、実験 、情 報収集
「

◇根拠 の説 明

◆推論
1◆ 自分の考 えを もっ。

1☆ 見通 しや 目的意識を もって進 ん

「 で追究 しようとす る態度

艘 纈 と関連づけ科学的に考
1☆ 自然環境、生命 を大切 にす る態

t度

体育

◇動 きの高 まり、技能向上 のため
に 自 ら課題 を持っ。

◆健康安全 につ いて の基礎的 な内

容の理解

☆健康を保持増進 し、体力 を向上

させ、楽 しく明 るい生活 を しよ

うとす る態度

家庭

◇習得 した技術 の活用

◇ 目的 に応 じた作業計画 の立 案

◇適切 な材料 の選択

◆学習 の生活化

☆計画 を立 て、 見通 しを もって実

践 しよ うとする態度

☆楽 しさや完成 の喜びを追究 しよ,
うとする態度1 ロ

☆自分なりの工夫を生かそうとす1
る態度j

ど

う

や

つ1

て

伝

え

1
.-
、
』
:
」

よ

b

L

一 一一…一 特 別 活 動

◇ 取 材、 ア ン ケー ト
・◇ 適 切、 効 果 的 な 発 表

「一

[◇生き方や集団の唄 としての劇r
◆笑綱 饗 鎌 騰 司

自覚。i

◆社会奉仕の精神。1

☆集団や社会の ・・員 と してよ りよ
い生活 を築 こうとす る自主 的、

実践的 な態度[
☆問題の解決 に向 けて自主的に取

り組 もうとす る態度

☆集団 に主体的 にかかわろ うとす 幽
る態度

「☆友達 と助 け合 いなが ら学習や生
「 活 を しようとする態 度

※参考 多摩教育研究所研究資料
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皿 研 究 の 成 果 と課 題

1研 究 の 成 果

(1)研 究 主 題 につ いて

① か か わ りを大 切 に す る こ とで、 互 い に伝 え合 い、 認 め合 うよ うに な った。

○課 題 作 りで は、 児 童 が体 験 的 な活 動 や ゲ ス トテ ィチ ャーの 話 を聞 いて 交 流 した り、 ブ レ

イ ンス トー ミン グの よ うに集 団 で イ メー ジを広 げ た り して 、 身 の周 りの人 や 自然 、 社 会

な ど に 目 を向 け た課 題 を作 るよ う にな った。

○ また 、 児 童 が お互 い に どん な課 題 に取 り組 ん で い る か を分 か りやす く フ ァイ ル し掲 示 し

た り、 メ ー ル カ ー ドと称 して の 意 見交 換 等 に よ り、 情 報 を伝 え合 う こ とが で き るよ う に

した。 中間 発 表 な どの場 を設 定 した こ とに よ り、 お互 い に認 め合 う姿 が 見 られ る よ う に

な った。

② 児 童 の意 欲 を高 め る工夫 に よ って 、学 習活 動 を よ り よい もの に して い こ う とす る創 造 的

な取 り組 み が見 られ た。

○児 童 は、 各 教 科 ・領 域 の 学 習 に よ って 身 にっ け た知 識 ・技 能 な どや、 日常生 活 の 中 で の

経 験 な どを生 か し、自 らの興 味 ・関心 を も とに課 題 を設 定 した。そ の 時 、 繰 り返 し経 験 を

積 ん で い くこ と に よ って 、 よ り具 体 的 な計 画 を 立 て る こ とが で き るよ うに な って い った。

○「課 題 の 追 究 」 「ま と め」、 さ らに は 、「新 しい課 題 の設 定 」の段 階 にお いて は、 ウ ェブマ ッ

プ の活 用 等 を通 じて 、 自 らの 知 識 ・技 能 ・経 験 を 生 か して 学 習活 動 を進 め て い った。 こ

の よ うな 活動 が 創 造 的 な取 り組 み へ とつ なが って い った。

○児 童 が学 習 活 動 を 毎 時 や節 目で 振 り返 る ことを 通 して 、 「この よ うに変 え た い」 「も っ と

調 べ た い」 等 自分 の取 り組 み を よ りよ い もの に して い く意 欲 が 見 られ た。

(2)副 主 題 「個 に応 じた 指 導 の 工 夫 」 につ いて

主 題 に迫 るた め の手 だ て と して 、 個 に応 じた指 導 の 工 夫 を5点 に焦 点 化 し、 実 践 した こ と

の よ って 、 そ れ ぞ れ に成 果 が 見 られ た。

① 修 正 ・発 展 で き る課 題 作 りで 、 自分 の課 題 に ゆ と りを もた せ る こ とが で き た。

○地 域 の ゲ ス トテ ィーチ ャー との交 流 を児 童 共 通 の体 験 と して興 味 ・関 心 を持 たせ、 ウ ェ ビ

ングで 自分 のや りたい こ とや調 べ 方 を整 理 した ことに よ って、 発 想 を広 げ るのに役 立 った。

○「研 究 カ ー ド」 を工 夫 し、 動 機(調 べ よ う と思 った訳)を 明 らか に させ て お くことに よ っ

て指 導 者 の 支 援 に生 か せ 、 ま た、 本 人 の課 題 を は っき りさせ る ことが で きた。

○ ゆ と りあ る指 導 計 画 を立 て る こ とに よ って、 自分 の課 題 が 途 中か らで も修 正 で き る よ う

に な った り、 具 体 的 な追 究 活 動 へ と発 展 させ た りで き る よ うに な った。

② 学 び の過 程 を 明 確 にす る こと に よ って、 学 習 の 見 通 しが もて 、 計 画 が立 て やす くな った。

○「研 究 カ ー ド」 に学 び の過 程 が 明 確 に分 か るよ うに、 学 習 の前 後 で 自 分 の 追 究 活 動 の ス

ケ ジ ュ ー ル ・方 法 が 書 き込 め る よ うに し、 児 童 は学 習 の見 通 しが もち や す くな った。

○ 中 間 発 表 会 ・ま と め の発 表 会 を学 習計 画 に設 定 して お く と、 自分 の学 習活 動 の 節 目 を 意

識 し、 見 通 しを も って取 り組 む こ とに役 立 った。

③ 体 験 活 動 や 様 々 な学 習 形 態 を取 り入 れ た学 習 の展 開 をす る こと に よ り学 び方 が広 が った。

○実 際 に作 る、 味 わ う等 、 五 感 で感 じ取 る体 験 を してみる。 友 達 とのかかわ りは、 心 が解 放 さ
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れて、 自由 な発 想 が 出やす くな る。 友 達 の学 びを参 考 に して さらに発 展 して い く。

④ カ ー ドの工 夫 、 時 間 の設 定 等 、振 り返 りの場 を確 実 に もたせ る こ と に よ って 、 児 童 の 追

究 活 動 が活 発 に な った。

○研 究 カー ドは、 い っ で も取 り出 して 見 られ る よ うに、 ク リア フ ァイ ル と フ ラ ッ トフ ァ イ

ル を 組 み 合 わ せ た 物 に挟 み込 ん で 掲 示 した。 本 人 は もち ろ ん の こ と、 友 達 の研 究 も自 由

に 見 られ る よ うに な って お り、 その感 想 や情 報 を カー ドに書 き、 貼 って い くこ とで 振 り

返 りの参 考 に な った。

○個 々 の活 動 の振 り返 りは毎 時 間 行 い、 活 動 の 節 目 ご と に発 表 し合 う こ とで 、 友 達 の学 び

方 や考 え方 を、 自分 の学 び に生 か す とい う学 び合 いが で き た。 振 り返 りを学 び に生 か し

た もの に す るた め に 「自分 の考 え と比 べ て聞 く」 とい う視 点 を押 さ え させ る と、 よ り よ

い振 り返 り とな る こ とが わ か った。

○調 べ た こ とを互 い に情 報 交 換 し、 自分 な らば何 を どの よ うに生 活 の 中 に生 か して い くか

とい う発 展 にっ な が り、 自分 の 学 び方 を修 正 す る こ とに よ って新 た に課 題発 見 にっ な が

り、 児 童 は徐 々 に 自信 を付 けて い っ た。

⑤ 人 的 ・物 的 な環 境 を整 備 す る等 、 学 習 環 境 を 整 え る こ とで 、総 合 的 な学 習 の 時 間 の活 動

が 活 発 に な った。

○学 年 ・専 科 教 員 に よ るTTの 体 制 や保 護 者 や 地 域 の 方 の 協 力 を 得 た体 制 を 作 る こ とで、

子 ど もの学 習 が充 実 した もの に な った。

○子 ど も達 の活 動 が効 率 的 に進 む よ うに、 図 書 室 や パ ソ コ ン室 等 、 活 動 の空 間 、 追 究 の対

象 、 資 料 、 材 料 等 を 整 え る こ とに よ り、 課 題 追 究 活 動 が ス ム ー ズ に な り、 児 童 の意 欲 が

喚 起 され た。

2今 後 の課 題

(1)総 合 的 な 学 習 の 時 間 の ね らいを 明 確 に した単 元 の構 成 の工 夫 が必 要 で あ る。

指 導 者 側 は、 総 合 的 な学 習 の時 間 の ね らい ・教 科 の ね らい を 明 確 に お さえ た 単 元 を構 成 し

な い と、 体 験 して お も しろ か った、 楽 しか ったで終 わ って しま う こ とに な る。 教 科 、 特 別 活

動 等 の ね らい の違 い を踏 ま え る こ とに よ って 、総 合 的 な学 習 の 時 間 の活 動 が 焦 点 化 さ れ る。

(2)指 導 者 の 様 々 な支 援 の工 夫 を図 る必 要 が あ る。

児 童 一 人 一 人 が 自 由 な発 想 を生 か しっ っ 追 究 活 動 が 活 発 に進 め られ る よ うに、 一 人 一 人 に

応 じた教 師 の支 援 、 協 力 授 業 や地 域 の方 々 の支 援 の 在 り方 を工 夫 して い く必 要 が あ る。

(3)今 後 は小 学 校 と中学 校 の連 携 が求 め られ る。

今 後 、 総 合 的 な学 習 の積 み 重 ね が ど う生 きて い くの か、 地 域 を同 じ くす る小 学 校 と中 学 校

の情 報 交 換 、 連 携 が課 題 とな ろ う。

(4)各 教 科 等 の 基 礎 基 本 の 内 容 と総 合 的 な学 習 の 時間 との 関連 を年 間 を通 して位 置 づ けて い く

必 要 が あ る。
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